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待
山
遺
跡
・
待
山
古
墳
群
周
辺
の
発
掘
調
査
に
よ
り
、
一
宮
の
歴
史
を
垣
間
見
る
大
変
貴
重
な
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

（
写
真
は
、
今
回
発
見
さ
れ
た
住
居
跡
に
て
発
掘
さ
れ
た
出
土
品
。
特
集
は
２
～
３
頁
。）

発
見

！
待

山
遺

跡
・

待
山

古
墳

群
！
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待
山
遺
跡
・
待
山
古
墳
群
は
、
弥
生
時

代
か
ら
平
安
時
代
に
亘わ

た
る
集
落
跡
・
古
墳

の
存
在
が
周
知
さ
れ
て
い
る
地
域
で
す
。

特
に
、
古
墳
は
か
つ
て
上
智
大
学
に
よ
っ

て
調
査
が
な
さ
れ
、
多
数
の
円え

ん
筒と
う
埴は
に
わ輪
な

ど
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
（『
東
上
総
の

社
会
と
文
化
』
上
智
大
学
史
学
会
・
史
学

研
究
会
、
１
９
６
８
年
）。

平
成
28
年
４
月
11
日
～
５
月
26
日
に
か

け
て
、
一
宮
保
育
所
（
現
一
宮
ど
ろ
ん
こ

保
育
園
）
の
建
設
に
伴
い
、
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
で
の
発
掘
調
査
は
一
宮
城
址
（
城

山
公
園
）、
黒く

ろ
い
ぬ
が
は
ら

戌
ヶ
原
遺
跡
（
綱
田
、
古

墳
時
代
）、
中
ノ
原
遺
跡
（
綱
田
、
縄
文

時
代
）
な
ど
で
し
か
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

遺
跡
の
全
容
が
把
握
さ
れ
た
遺
跡
は
多
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
発
掘
で
、弥
生
時
代
の
住
居
跡
、

古
墳
時
代
の
住
居
跡
な
ど
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
発
見
さ
れ
た
住
居
跡
か
ら

は
、
素
焼
き
の
器
や
生
活
用
具
が
多
く
発

見
さ
れ
、
そ
の
家
に
暮
ら
し
た
人
々
の
日

常
生
活
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

今
回
の
発
掘
で
待
山
遺
跡
よ
り
出
土
し
た
「
小こ

札ざ
ね
（
鎧よ
ろ
いの
一
部
）」
１
点
と
臼う
す

玉だ
ま

が
、

奈
良
県
奈
良
市
の
元
興
寺
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
夏
季
企
画
展
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

公
益
財
団
法
人 

元
興
寺
文
化
財
研
究
所 

創
立
50
年
記
念 

平
成
29
年
度
夏
季
企
画
展

「
鎮
物(

し
ず
め
も
の)

と
し
て
の
武
器
・
武
具
」

と　
き
：
９
月
２
日
（
土
）
～
９
月
24
日
（
日
）

と
こ
ろ
：
奈
良
県
奈
良
市
中
院
町
11　
元
興
寺
法
輪
館
（
２
階
特
別
展
示
室
）

開
館
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
場
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

入
館
料
：�

元
興
寺
拝
観
料（
大
人
５
０
０
円
、中
高
生
３
０
０
円
、小
学
生
１
０
０
円
）

に
含
む

問
合
せ
：�

公
益
財
団
法
人
元
興
寺
文
化
財
研
究
所

　
　
　
　
☎
０
７
４
２
（
２
３
）
１
３
７
６

い
ま
だ
多
く
が
謎
に
包
ま
れ
た
一
宮
の

歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
大
変
貴
重
な
資
料

で
す
。

発
掘
調
査
の
結
果
は
、
11
月
（
予
定
）

に
町
の
文
化
財
講
座
で
発
表
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
詳
細
は
別
途
ご
案
内
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

今
回
は
そ
の
成
果
の
一
部
を
掲
載
し
ま

す
。

【
問
合
せ
】
教
育
課
☎
�
１
４
１
６

出
土
品
が
元が
ん

興ご
う

寺じ

文
化
財
研
究
所
の
夏
季
企
画
展
に
出
展
へ

▲ 小札（上）と臼玉（下）

▲ 発掘現場の様子▲ 須恵器𤭯

待
まち

山
やま

遺
いせ き

跡・待
まち

山
やま

古
こふんぐん

墳群

発見！

▲ 今回の発掘で発見された住居跡

（
公
財
）印
旛
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
嘱
託
調
査
員　
宮
内
勝
巳
さ
ん

待
山
遺
跡
・
待
山
古
墳
群
か
ら
発

見
さ
れ
た
住
居
跡
は
、
弥
生
時
代
中

期
が
一
軒
と
古
墳
時
代
中
期
末
頃
が

四
軒
で
す
。

古
墳
時
代
の
二
号
住
居
跡
か
ら

は
鉄
製
の
小こ

ざ
ね札

と
臼う
す
だ
ま玉

が
出
土
し

て
い
ま
す
。
小
札
は
鎧
の
一
部
に
な

り
、
臼
玉
も
首
飾
り
の
一
部
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
当
時
の
祭
祀
儀

礼
の
鎮し

ず
め
も
の物と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。隣

に
並
ぶ
大
き
な
一
号
住
居
跡
か

ら
は
、
多
く
の
土は

師じ

器き

坏つ
き

と
須す

え

き
恵
器

𤭯は
そ
うが
出
土
し
、
有
力
者
の
「
家
」
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

発
掘
を
担
当
さ
れ
た
方
か
ら
一
言

宮
内
さ
ん
に
は
11
月
の
文
化
財
講
座

で
お
話
を
し
て
い
た
だ
く
予
定
で

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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◆
消
防
団
っ
て
消
防
士
と
は
違
う
の
？

消
防
団
は
、
消
防
士
と
違
い
普
段
は
別

の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
火
災
な
ど
の

災
害
が
起
き
た
と
き
に
自
宅
や
職
場
か
ら

現
場
に
駆
け
つ
け
、
地
域
を
守
る
た
め
に

活
動
を
し
て
い
る
非
常
勤
の
公
務
員
で
、

出
動
に
対
す
る
手
当
て
が
あ
り
ま
す
。
火

災
時
に
は
消
防
署
の
職
員
だ
け
で
対
応
す

る
こ
と
は
困
難
で
す
。
地
域
に
密
着
し
た

消
防
団
員
が
消
防
署
職
員
と
連
携
を
す
る

こ
と
で
、
防
災
活
動
の
大
き
な
一
翼
を

担
っ
て
い
ま
す
。

住
民
の
方
に
は
消
防
団
の
活
動
へ
の
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
消
防
団
員
を
募
集
中
！

第
４
支
団
（
一
宮
町
）
の
消
防
団
員
は

現
在
１
７
２
人
で
地
域
最
大
の
防
災
組
織

で
す
。
し
か
し
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
社

会
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
新
入
団
員
を
確

保
す
る
こ
と
が
厳
し
く
、
団
員
も
減
少
し

て
い
ま
す
。
近
年
の
頻
繁
に
発
生
す
る
大

火
災
や
大
地
震
な
ど
災
害
時
の
対
応
で
消

防
団
の
出
動
す
る
場
面
も
多
く
見
ら
れ
、

課
題
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。
消
防
団
員

は
地
域
住
民
を
守
る
ヒ
ー
ロ
ー
で
す
。
こ

の
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
に
よ
っ
て
地
域
は
守
ら

れ
て
い
ま
す
。

「
地
域
を
守
り
た
い
」、「
地
元
に
貢
献

し
た
い
」
そ
ん
な
思
い
を
持
っ
た
方
を
消

防
団
は
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
と
一
緒
に
災
害
に
強
い
ま
ち
を

目
指
し
ま
せ
ん
か
？

【
問
合
せ
】
総
務
課
☎
�
２
１
１
２

◆
消
防
団
の
活
動
紹
介

消
防
団
員
は
左
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
と

お
り
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
特
に
５
月
か

ら
６
月
に
か
け
て
は
連
日
連
夜
消
防
ポ
ン

プ
操
法
大
会
に
向
け
て
、
南
消
防
署
の
職

員
の
指
導
の
も
と
訓
練
に
励
ん
で
い
ま

す
。
秋
に
は
住
民
の
防
災
意
識
の
向
上
や

災
害
時
に
備
え
防
災
訓
練
に
参
加
し
関
係

機
関
と
の
連
携
を
密
に
す
る
訓
練
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
冬
の
時
期
は
乾
燥
に
よ
り
火
災

も
多
く
な
る
た
め
、
年
末
に
各
地
域
を
巡

回
し
、
警
戒
を
行
っ
て
い
ま
す
。

第４支団年間スケジュール

5 月 7日 部長以上新入団員訓練

5月 8日
～

6月 23日
消防ポンプ操法大会夜間訓練

6月 4日 第 40回第 4支団消防ポンプ操法大会

6月 25日 第 36回長生支部消防ポンプ操法大会

8月 5日 花火大会警備

10月 15日 一宮町防災訓練

10月頃（未定） 第 4支団秋季訓練

11月 9日
～

11月 15日
秋季全国火災予防運動
（一般家庭防火診断）

12月 27日
～

12月 31日
歳末警戒

1月 13日 表彰伝達式・消防出初式

3月 1日
～

3月 7日
春季全国火災予防運動

写真の説明
①　総指揮官のもと整列する団員たち
②　�規律訓練を行い消防士さながらの

演技を魅せる団員たち
③　�勢いのある筒先を制御しながら交

代する指揮者と 1番員
④　�水圧を調整する３番員
⑤　�ホースを担いで全力で火点へ向か

う指揮者
⑥⑦�南消防署職員から指導を受け技術

を磨く団員たち
（①～⑤は操法大会、⑥⑦は練習の様子）

第１分団第１部
　綱田・釣・枇杷畑
第１分団第２部
　大村・権現前
第１分団第３部
　岩切・新熊・新浜区の一部
第１分団第４部
　原・稲荷塚・矢畑・新浜区の一部
第２分団第１部
　１区・２区・８区 -１・８区 -２
第２分団第２部
　３区～６区・７区 -１・７区 -２
第２分団第３部
　９区 -１・９区 -２・10区
第２分団第４部
　宮原
第３分団第１部
　11区～ 14区・17区・新浜区の一部
第３分団第２部
　15区・16区
第３分団第３部
　船頭給・新地・海岸

各部の管轄地域

南消防署長　栗原 弘治氏
南消防署は、一宮町の特色

や住民の皆さんの生活実態な
どを踏まえ、火災、地震など
の災害による被害軽減のため、
消防団や自主防災組織、防災
関係諸団体のご協力をいただ
きながら、圏域住民の皆さん
の安全・安心を確保してまい
ります。今後も、引き続きご
支援・ご協力をたまわります
ようお願い申し上げます。

第４支団長　福邉 克吉氏
消防団活動にご理解、ご協力い

ただきこの場をお借りして厚くお
礼申し上げます。操法大会に向け
て約１ヶ月半、消防団員としての
規律、火災消火の基本、機械操作
の夜間訓練を行いました。火災、
近年増加にある豪雨、また近い将
来にあるといわれる地震などの災
害に備え、「自分たちの町は自分
たちで守る」という信念のもと、
日夜訓練をしています。

消防委員　小林 正満氏
4 月 1 日から広域消防委員の委嘱を受けま

した。広域消防の行政の円滑な運営を図るた
め、審議結果を管理者に答申します。長生郡
市の委員数は、学識経験者 7 人、議員 3 人で
組織されています。

私も消防団員として第 4 支団長を 3 期 6 年
経験させていただきました。団員の皆さんに
は、常日頃から町民の安全を見守りいただき、
各団員、ご家族には感謝申し上げます。消防
団は町民の安心安全を守る地域の要ですので、
今後も地域の貢献を期待しています。

地域最大の防災組織
長生郡市広域市町村圏組合消防団第４支団

地元を守る熱い思い
②③

⑤

⑦

④

⑥

①
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ば
、
戦
争
が
激
化
す
る
中
、
別
荘
と
し
て
購

入
し
た
は
ず
が
、
一
宮
の
「
別
宅
」
は
事
実

上
の
疎
開
地
と
な
り
、
そ
こ
か
ら
東
京
の
毎

日
新
聞
社
に
通
勤
し
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

空
襲
で
東
京
・
大
阪
の
住
居
が
焼
失
し
て
し

ま
っ
た
た
め
、
唯
一
残
っ
た
一
宮
の
家
で
20

年
近
く
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
、
高
石
は
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員

会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
の
委
員
を
務
め
て
お
り
、
病

床
の
中
で
、
昭
和
39
年
（
１
９
６
４
）
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
冬
季
の
札
幌
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
（
昭
和
47
年
）
の
周
知
に
尽
力
し
ま
し

た
。国

際
的
に
活
躍
し
た
高
石
は
晩
年
は
東
京

に
住
し
、
昭
和
42
年
（
１
９
６
７
）
に
88
歳

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
一
宮
の
彼
の

別
荘
跡
地
に
は
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。

▲ 高石真五郎別荘跡地石碑（一宮 4493 付近）

高
石
真
五
郎
は
、
明
治
11
年
（
１
８
７
８

）、
千
葉
県
鶴つ

る

舞ま
い

村
（
現
市
原
市
）
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
慶
應
義
塾
大
学
卒
業
後
、
明
治

34
年
（
１
９
０
１
）
に
大
阪
毎
日
新
聞
社
に

外
国
通
信
部
員
と
し
て
入
社
、
の
ち
に
特
派

員
と
し
て
海
外
で
活
動
し
ま
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
や
ロ
シ
ア
で
活
動
し
、
オ
ラ
ン

ダ
の
ハ
ー
グ
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
時
の
明
治

40
年
（
１
９
０
７
）
に
発
生
し
た
「
ハ
ー
グ

密
使
事
件
」（
大
韓
帝
国
が
第
二
次
日
韓
協

約
の
無
効
を
平
和
会
議
で
訴
え
よ
う
と
し
た

事
件
）
を
ス
ク
ー
プ
し
ま
し
た
。
こ
の
時
こ

の
密
使
と
唯
一
面
会
し
取
材
し
た
日
本
人
記

者
が
高
石
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

そ
の
後
が
同
社
政
治
部
長
な
ど
を
経
て
昭

和
13
年
（
１
９
３
８
）
に
毎
日
新
聞
社
の
会

長
に
就
任
し
ま
す
（
昭
和
21
年
に
全
て
の
職

を
辞
職
）。
戦
後
の
公
職
追
放
に
よ
っ
て
、

毎
日
新
聞
社
の
運
営
か
ら
は
離
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

一
宮
と
の
関
わ
り
は
、
昭
和
19
年

（
１
９
４
４
）
に
一
宮
川
沿
い
に
別
荘
を
購

入
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。『
一
宮
町
史
』

（
１
９
６
４
年
）
の
彼
の
エ
ッ
セ
イ
に
よ
れ

【
問
合
せ
】　
教
育
課　
☎
�
１
４
１
６

だ
っ
た
と
よ
く
い
わ
れ
ま
す
が
、
近
年
は
砂

浜
が
細
っ
て
し
ま
っ
て
、
駐
車
場
か
ら
た
だ

ち
に
渚
と
い
う
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。日

本
財
団
の
分
析
に
よ
る
と
、
こ
う
し
た

「
海
離
れ
」
の
事
態
が
生
じ
た
の
は
、
人
び

と
が
幼
少
期
か
ら
海
に
親
し
む
機
会
が
減
っ

て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
い
い
ま
す
。
海
岸
の

後
退
と
海
水
浴
場
の
減
少
は
、
そ
う
し
た
事

態
に
拍
車
を
か
け
る
要
因
に
な
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
。
結
果
と
し
て
、「
海
は
べ
た
べ

た
す
る
か
ら
イ
ヤ
」「
海
は
く
さ
い
か
ら
イ

ヤ
」な
ど
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、

人
び
と
の
心
を
再
度
海
に
振
り
向
か
せ
る
の

は
、
容
易
で
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
の
町
の
海
岸
で
は
、今
、サ
ー
フ
ィ

ン
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

実
際
に
は
、
20
代
以
下
の
サ
ー
フ
ァ
ー
は
、

い
く
ら
も
い
な
い
の
だ
そ
う
で
す
。
日
本
人

全
体
の
「
海
離
れ
」
が
上
記
の
よ
う
に
深
刻

で
あ
る
と
す
る
と
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
サ
ー

フ
ィ
ン
競
技
が
開
催
さ
れ
る
か
ら
、
一
宮
の

海
は
サ
ー
フ
ィ
ン
で
未
来
永
劫
安
泰
だ
」、

と
い
う
わ
け
で
も
な
さ
そ
う
で
す
。
一
宮
町

で
は
、
海
水
浴
・
サ
ー
フ
ィ
ン
と
も
に
、
今

後
も
末
永
く
続
か
せ
る
た
め
、戦
略
的
に「
海

に
親
し
む
」
こ
と
の
楽
し
さ
、
有
意
義
さ
を

宣
伝
し
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
て

い
る
、
と
思
い
ま
す
。

夏
に
な
り
ま
し
た
。
夏
は
、
花
火
・
灯
篭

流
し
・
地
引
網
な
ど
、
町
の
観
光
行
事
が
目

白
押
し
の
季
節
で
す
。
特
に
こ
の
時
期
は
、

一
宮
の
夏
の
顔
と
も
い
う
べ
き
海
水
浴
場
が

開
設
さ
れ
る
、大
事
な
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

海
水
浴
と
い
え
ば
、
先
般
（
7
月
13
日
）、

千
葉
テ
レ
ビ
の
報
道
で
、
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な

ニ
ュ
ー
ス
を
目
に
し
ま
し
た
。
日
本
財
団
の

調
査
で
、
15
歳
か
ら
69
歳
ま
で
、
1
万
１
６

０
０
人
を
対
象
に
、
海
に
つ
い
て
の
意
識
を

た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
30
・
7
％
が
「
海
に
親

し
み
を
感
じ
な
い
」、
41
・
5
％
が
「
海
に

入
る
の
が
嫌
い
」と
答
え
た
の
だ
そ
う
で
す
。

そ
し
て
、
最
近
5
年
間
で
海
水
浴
に
行
っ
た

人
は
、
11
・
4
％
、
10
人
に
1
人
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
深
刻
な
「
海
離
れ
」
の
状
態
で

す
。
同
報
道
で
は
、
千
葉
県
の
海
水
浴
客
数

の
変
化
に
つ
い
て
も
報
告
し
て
お
り
、

１
９
７
１
年
に
県
内
を
訪
れ
た
海
水
浴
客
は

１
３
４
４
万
人
だ
っ
た
の
に
、
昨
年
は

１
５
２
万
１
０
０
０
人
、
実
に
約
11
％
ま
で

落
ち
込
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

海
水
浴
客
数
の
減
少
は
、
海
岸
侵
食
に
よ

る
砂
浜
の
後
退
、
そ
れ
に
伴
う
海
水
浴
場
の

閉
鎖
と
い
う
こ
と
も
関
わ
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
。
一
宮
で
も
、
東
浪
見
・
新
浜
の
海
水
浴

場
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
一
宮
海

岸
も
、
か
つ
て
は
広
大
な
砂
浜
を
渚
ま
で
歩

い
て
ゆ
く
の
が
、
特
に
夏
は
熱
く
て
大
変 No.14

一宮町長
馬淵 昌也

一
宮
町
の
歴
史
特
集

　
「
一
宮
町
ゆ
か
り
の
人
々
⑨
」

高た
か
い
し石
真し

ん
ご
ろ
う

五
郎
（
１
８
７
８
～
１
９
６
７
）

７
月
８
日
、
商
店
街
の
空
き
家
や
軒
下

を
お
借
り
し
て
、「
第
２
回
屋
根
下
の
カ
ー

ゴ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
ま
ち
あ
る
き
マ
ッ

プ
を
片
手
に
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
し
な

が
ら
買
い
物
を
楽
し
み
、
商
店
街
を
一
周

す
る
も
の
で
す
。
12
か
所
の
空
き
家
や
軒

下
を
お
借
り
し
て
、
手
作
り
雑
貨
や
ア
ク

セ
サ
リ
ー
、
コ
ー
ヒ
ー
や
ス
イ
ー
ツ
な
ど

の
お
店
が
30
店
舗
出
店
し
ま
し
た
。

7
月
24
日
に
、
釣
ヶ
崎
海
岸
で
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
3
年
前
を
記
念

し
て
、
馬
淵
町
長
を
は
じ
め
、
一
宮
町
出

身
の
プ
ロ
サ
ー
フ
ァ
ー
の
稲
葉
玲
王
選
手

ら
が
出
席
し
た
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
る
た

め
の
地
元
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
フ
ィ・イ
ア・

オ
・
カ
フ
ラ
一
宮
の
小
中
学
生
に
よ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
怒
涛
い
な
さ
太
鼓
の
演

奏
な
ど
が
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
終
盤

に
は
プ
ロ
サ
ー
フ
ァ
ー
た
ち
に
よ
る
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
と
、
迫
力
の
あ
る
実
演
が
披

■ 

問
合
せ　
企
画
課　
☎
�
２
１
１
３

■ 

問
合
せ　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
推
進
課　
☎
�
２
１
８
０

商
店
街
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
ま
ち
あ
る
き
マ
ー
ケ
ッ
ト

サ
ー
フ
ィ
ン
会
場
で
も
盛
り
上
が
ろ
う
！ 

～
３
年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
向
け
て
～

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
し
た
の
は
、
株

式
会
社
一
宮
リ
ア
ラ
イ
ズ
。
商
店
街
を
活

性
化
す
る
た
め
に
、
一
宮
町
と
民
間
企
業

が
出
資
し
た
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
で
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
、
一
宮
町

で
開
業
さ
れ
る
方
が
増
え
て
い
く
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
会
社
の
詳
細
（
決
算
状
況

な
ど
）は
企
画
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

露
さ
れ
、
そ
の
後
参
加
者
お
よ
そ
５
０
０

人
に
よ
る
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

午
後
に
は
、
役
場
に
て
、
一
宮
商
業
高

校
の
生
徒
も
出
席
し
た
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

カ
レ
ン
ダ
ー
除
幕
式
を
行
な
い
、
多
数
の

報
道
関
係
者
が
詰
め
掛
け
る
な
ど
、
一
宮

町
と
サ
ー
フ
ィ
ン
に
対
す
る
注
目
度
の
高

さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

（
記
者
・
一
宮
商
業
高
校
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ　
秋
場
優
晃
さ
ん
・
井
上
真
利
菜

さ
ん
）
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郷
土
料
理
を
習
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
と　
き　

�

10
月
4
日
（
水
）

　
　
　
　
　
10
月
11
日
（
水
）

　
　
　
　
　
10
月
18
日
（
水
）

全
３
回　
午
前
８
時
30
分
～
12
時　

江
戸
時
代
は
飢
饉
が
多
発
し
ま
し
た
。

飢
饉
は
民
衆
の
生
存
が
脅
か
さ
れ
る
非
常

事
態
で
あ
り
、
地
域
社
会
や
藩
、
そ
し
て

幕
府
を
揺
る
が
す
一
大
事
で
し
た
。
こ
の

よ
う
な
時
に
、
千
葉
県
の
江
戸
時
代
の

人
々
は
何
を
考
え
、
ど
の
よ
う
な
行
動
を

と
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
江
戸
時
代
の
千

葉
県
の
飢
饉
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
を
考

え
ま
す
。

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
九
十
九

里
海
岸
ク
リ
ー
ン
事
業
（
海
岸
清
掃
）
を

開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

◆
と　
き　
９
月
２
日（
土
）午
前
９
時
～

　
　
　
　
　
予
備
日　
９
月
３
日
（
日
）

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
を

図
る
た
め
、
住
宅
用
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

の
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。受

付
は
先
着
順
で
、
受
付
期
間
は
平
成

30
年
２
月
10
日
ま
で
で
す
。

◆
補
助
額

　
町
で
は
、
現
在
使
用
し
て
い
る
汲
取
槽

や
単
独
処
理
浄
化
槽
を
合
併
処
理
浄
化
槽

に
転
換
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
。

　
受
付
は
先
着
順
で
、
受
付
期
間
は
平
成

29
年
12
月
末
ま
で
で
す
。

※�

新
築
、
建
替
え
、
増
改
築
に
伴
う
合
併

浄
化
槽
の
設
置
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
補
助
額

　
日
本
の
就
業
・
不
就
業
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
10
月
１

日
現
在
で
就
業
構
造
基
本
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

　
９
月
下
旬
か
ら
調
査
の
対
象
と
な
る
世

帯
に
は
統
計
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。
皆
さ

ん
に
よ
り
便
利
に
ご
回
答
い
た
だ
く
た

清
潔
な
河
川
の
維
持
と
、
良
好
な
景
観

を
保
持
す
る
た
め
に
、
今
年
は
一
宮
川
の

河
口
の
清
掃
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
、
長
生
郡
市
７
市
町
村
と
各
種

団
体
、
企
業
、
住
民
等
の
皆
さ
ん
の
力
に

よ
り
清
掃
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
の
で
参

加
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
と　
き　
９
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
前
11
時

　
　
　
　
　
予
備
日　
10
月
１
日
（
日
）

芸
術
文
化
、
芸
能
活
動
の
発
表
の
場
と

し
て
、
総
合
文
化
祭
（
芸
能
と
音
楽
を
楽

し
む
会
・
文
化
祭
）
を
開
催
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
文
化
祭
の
一
般
参
加
作
品

を
募
集
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「
芸
能
と
音
楽
を
楽
し
む
会
」

◆
と　
き　
10
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
２
時

◆
と
こ
ろ　
Ｇ
Ｓ
Ｓ
セ
ン
タ
ー

「
文
化
祭
」

◆
と　
き　
11
月
４
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　
　
11
月
５
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

◆
と
こ
ろ　
Ｇ
Ｓ
Ｓ
セ
ン
タ
ー

■ 

問
合
せ　
中
央
公
民
館　
☎
�
４
５
７
６

■ 

問
合
せ　
教
育
課　
☎
�
１
４
１
６

■ 

問
合
せ　
都
市
環
境
課　
☎
�
１
４
３
０

■ 

問
合
せ　
都
市
環
境
課　
☎
�
１
４
３
０

■ 

問
合
せ　
都
市
環
境
課　
☎
�
１
４
３
０

■ 

問
合
せ　
企
画
課　
☎
�
２
１
１
３

■ 

問
合
せ　
都
市
環
境
課　
☎
�
１
４
３
０

■ 

問
合
せ
・
申
込
み　
教
育
課　
☎
�
１
４
１
６

郷
土
料
理
を
作
っ
て
み
よ
う  

～
太
巻
き
寿
司
教
室
募
集
～

平
成
29
年
度
第
１
回
文
化
財
講
座（
千
葉
県
文
書
館
出
前
講
座
）「
飢
饉
か
ら
江
戸
時
代
を
考
え
る
」

海
岸
の
清
掃
に
ご
協
力
を

住
宅
用
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
設
置
に
補
助
が
出
ま
す

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
に
補
助
が
出
ま
す

就
業
構
造
基
本
調
査
に
ご
協
力
を
！

一
宮
川
河
口
の
清
掃
に
ご
協
力
を

芸
術
文
化
の
祭
典  

～
一
宮
町
総
合
文
化
祭
の
お
知
ら
せ
～

◆
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館　
調
理
室

◆
定　
員　
20
名

◆
受　
付　

�

９
月
４
日（
月
）午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　
９
月
15
日（
金
）午
後
５
時

◆
参
加
費　
２
０
０
０
円
（
材
料
代
）

※
申
込
時
に
集
金
し
ま
す
。

◆
と　
き　
9
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　
　

�

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　
（
午
後
１
時
よ
り
受
付
）

◆
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館　
生
活
研
修
室

◆
講　
師　
武
田
真
幸
氏（
千
葉
県
文
書
館
）

※
入
場
無
料
、
申
込
み
不
要

◆
と
こ
ろ　

�

一
宮
海
岸
北
側
有
料
駐
車
場

集
合

◆
受　
付　
当
日
、
集
合
場
所
で
受
付

※�

ゴ
ミ
袋
と
軍
手
は
主
催
者
で
用
意
し
ま

す
。

◆
主　
催　

�

長
生
地
区
九
十
九
里
海
岸
ク

リ
ー
ン
対
策
協
議
会

・�

太
陽
光
電
池
の
公
称
最
大
出
力
ま
た
は

パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
の
定
格
出

力
の
い
ず
れ
か
小
さ
い
方
が
10

 

kW
未

満
で
あ
る
こ
と
。

◆
補
助
対
象
者
（
主
な
内
容
）

・�

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
（
設
置
完
了

時
に
住
民
登
録
す
る
場
合
を
含
む
）

・
こ
の
補
助
金
を
初
め
て
受
け
る
方

・�

本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
に
属
す
る
も
の

が
町
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
都
市
環
境
課
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

・
太
陽
光

　

�http://w
w
w
.tow

n.ichinom
iya.

chiba.jp/m
achizukuri/207/5.htm

l

・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

　

�http://w
w
w
.tow

n.ichinom
iya.

chiba.jp/m
achizukuri/207/4.htm

l

◆
そ
の
他

　
申
請
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
都
市
環

環
境
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.tow

n.ichinom
iya.

chiba.jp/kurashi/kankyo/m
izu/

jyokasohojyoi.htm
l

◆
と
こ
ろ　

�

一
宮
海
岸
北
側
有
料
駐
車
場

集
合

◆
受　
付　
当
日
、
集
合
場
所
で
受
付

※�

ゴ
ミ
袋
と
軍
手
は
主
催
者
で
用
意
し
ま

す
。

◆
主　
催

　
一
宮
川
等
流
域
環
境
保
全
推
進
協
議
会

～
文
化
祭
・
一
般
参
加
作
品
募
集
～

◆
参
加
資
格　
町
内
在
住
・
在
勤

◆
申
込
み
方
法

　
申
込
書
に
記
入
の
上
、10
月
６
日
（
金
）

ま
で
に
教
育
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
込
書
は
教
育
課
に
用
意
し
て
い
ま

す
。

◆
作
品
の
搬
入
・
搬
出

　
搬
入
：
11
月
２
日
（
木
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
５
時

　
搬
出
：
11
月
５
日
（
日
）
閉
会
式
後

家
庭
用
燃
料
電
池
シ
ス

テ
ム（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

種　
　
類

10
万
円

１
kW
あ
た
り
３
万
円

上
限
13
万
５
千
円

補
助
額

◆
補
助
要
件
（
主
な
内
容
）

・�

自
ら
居
住
ま
た
は
居
住
を
予
定
し
て
い

る
一
宮
町
内
の
住
宅
に
発
電
シ
ス
テ
ム

を
設
置
す
る
こ
と
。

・�

設
置
す
る
設
備
が
、
各
機
関
の
定
め
る

規
格
等
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

・�

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
住

宅
が
設
置
す
る
前
に
建
築
工
事
が
完
了

し
て
い
る
こ
と
（
既
築
住
宅
対
象
）。

ま
た
、
実
績
報
告
の
日
ま
で
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム
・
定
置
用
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
蓄
電
シ
ス
テ
ム
い
ず
れ
か
の

設
備
が
設
置
す
る
こ
と
。

単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら

合
併
処
理
浄
化
槽

汲
取
槽
か
ら

合
併
処
理
浄
化
槽

種　
　
類

42
万
円

34
万
円

補
助
額

め
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

使
っ
て
、
簡
単
に
回
答
す
る
こ
と
も
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
調
査
の
趣
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
お
願
い
し

ま
す
。

※ 

統
計
調
査
員
は
調
査
員
証
を
必
ず
携
帯

し
て
い
ま
す
。
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せ

お
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せ

お
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せ
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６
月
に
行
っ
た
集
団
健
診
を
受
診
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
12
月
末
ま
で
医
療
機
関

で
の
個
別
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
対
象
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
40
歳
以
上
の
方
と
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
し
て
い
る
方
で
す
。
希
望
さ

れ
る
方
は
、
住
民
課
ま
た
は
福
祉
健
康
課

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
現
在

医
療
機
関
受
診
中
の
方
も
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

【
実
施
期
間
】
12
月
28
日
（
木
）
ま
で

【
契
約
医
療
機
関
】

・
秋
場
医
院　
　
・
い
ち
の
み
や
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
清
水
医
院　
　
・
鈴
木
医
院

・
長
島
医
院　
　
・
藤
島
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
よ
ね
も
と
整
形
外
科

※�

町
外
の
契
約
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、

住
民
課
ま
た
は
福
祉
健
康
課
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

【
自
己
負
担
額
】

・
国
民
健
康
保
険
加
入
者

２
０
０
０
円

・
後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者　
　
　
無
料

■ 

問
合
せ　
住
民
課　
☎
�
１
４
２
３

福
祉
健
康
課　
☎
�
１
０
５
５

健
診
、
ま
だ
、
間
に
合
い
ま
す
！
個
別
健
診
を
！

※
ご
注
意
く
だ
さ
い

・�

集
団
健
診
と
個
別
健
診
の
両
方
を
受
診

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・�

同
じ
年
度
内
に
、
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成

を
受
け
た
方
は
、
こ
の
個
別
健
診
を
受

診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

個
別
健
診
を
受
診
し
た
場
合
は
、
人
間

ド
ッ
ク
の
助
成
対
象
と
は
な
り
ま
せ

ん
。

　
歯
科
衛
生
士
が
完
全
予
約
制
で
個
別
指

導
い
た
し
ま
す
。
普
段
、
歯
や
歯
肉
、
口

腔
内
に
気
に
な
る
症
状
が
あ
る
方
、
歯
や

口
に
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

◆
対
象
者　
町
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方

◆
と　
き　
平
成
29
年
９
月
28
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
午
後
4
時

◆
と
こ
ろ　
一
宮
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
町
で
は
、
一
宮
町
国
民
健
康
保
険
の
運

営
に
あ
た
り
、
町
民
（
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
）
の
立
場
か
ら
の
ご
意
見
を
い
た

だ
く
た
め
に
、
協
議
会
委
員
の
公
募
を
し

ま
す
。

◆
応
募
資
格

①�

９
月
15
日
現
在
で
、
一
宮
町
国
民
健
康

保
険
の
加
入
者
で
、
20
歳
以
上
の
方

②�

平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席

で
き
る
方

◆
募
集
人
員　
　
３
人

◆
任　
　
期　
　
10
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　
　
平
成
31
年
９
月
30
日

◆
募
集
期
間　
　
８
月
16
日
（
水
）
～

９
月
15
日
（
金
）

■ 

問
合
せ　
福
祉
健
康
課　
☎
�
１
４
３
１　
☎
�
１
４
１
５
（
児
童
扶
養
手
当
）

児
童
扶
養
手
当
お
よ
び
特
別
障
害
者
手
当
等
の
お
知
ら
せ

手当の種類 平成29年度4月からの金額

児童扶養手当
（全部支給） 42,290 円

児童扶養手当
（一部支給） 42,280 円～ 9,980 円

児童数による加算 平成28年度8月から

児童数が 2人の場合
（全部支給）10,000 円
（一部支給） 9,990 円

～ 5,000 円

児童数が 3人以上の場合
（1人につき）

（全部支給） 6,000 円
（一部支給） 5,990 円

～ 3,000 円

手当の種類 平成29年度4月からの金額

特別児童扶養手当
（1級） 51,450 円

特別児童扶養手当
（2級） 34,270 円

特別障害者手当 26,810 円

障害児福祉手当 14,580 円

児
童
扶
養
手
当

　
ひ
と
り
親
家
庭
や
、
親
と
一
緒
に
生
活

し
て
い
な
い
児
童
を
養
育
す
る
家
庭
の
生

活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
、
児
童
の
福
祉

増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
支
給
さ
れ
る

手
当

◆
支
給
月

　
８
月
（
４
月
～
７
月
分
）
12
月
（
８
月

～
11
月
分
）
４
月
（
12
月
～
３
月
分
）

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
家
庭
で
介
護
さ
れ
て
い
る
障
害
の
あ
る

児
童
（
20
歳
未
満
）
の
福
祉
の
増
進
を
図

り
、
そ
の
生
活
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
児
童
の
父
母
又
は
養
育
者
に
対
し

て
支
給
さ
れ
る
手
当

◆
支
給
月

　
８
月
（
４
月
～
７
月
分
）
12
月
（
８
月

～
11
月
分
）
４
月
（
12
月
～
３
月
分
）

特
別
障
害
者
手
当

　
精
神
又
は
身
体
に
著
し
い
重
度
の
障
害

が
あ
る
た
め
に
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常

時
特
別
の
介
護
が
必
要
な
20
歳
以
上
の
在

宅
障
害
者
に
支
給
さ
れ
る
手
当

◆
支
給
月

　
８
月
（
５
月
～
７
月
分
）
11
月
（
８
月

～
10
月
分
）
２
月
（
11
月
～
１
月
分
）
５

月
（
２
月
～
４
月
分
）

障
害
児
福
祉
手
当

◆
支
給
要
件

　
精
神
又
は
身
体
に
障
害
を
有
す
る
20
歳

未
満
の
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
そ
の
児
童
に
対
し
て
支
給

さ
れ
る
手
当

◆
支
給
月

　
８
月
（
５
月
～
７
月
分
）
11
月
（
８
月

～
10
月
分
）
２
月
（
11
月
～
１
月
分
）
５

月
（
２
月
～
４
月
分
）

　
各
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
に
は
、
個

別
に
通
知
し
ま
す
の
で
、
８
月
中
に
現
況

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
・
予
約
受
付　
福
祉
健
康
課　
☎
�
１
０
５
５

■ 

問
合
せ　
住
民
課　
☎
�
１
４
２
３

成
人
歯
科
相
談

『
一
宮
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
』
委
員
を
募
集
し
ま
す

◆
内　
容

　
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
個
別
指
導

　

�（
歯
科
相
談
・
粘
膜
・
入
れ
歯
の
状
態
・

か
み
合
わ
せ
の
具
合
・
歯
の
汚
れ
の

チ
ェ
ッ
ク
・
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
・
そ

の
他
）

◆
持
ち
物　
普
段
使
用
し
て
い
る
歯
ブ
ラ
シ

◆
費　
用　
無
料

※�

定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
を
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
応
募
方
法

　
公
募
委
員
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
住
民
課
ま
で
提
出
願
い
ま
す
。

　
ま
た
、
郵
送
や
メ
ー
ル
で
も
受
付
し
ま

す
。
メ
ー
ル
で
応
募
す
る
際
に
は
左
記
提

出
先
ま
で
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、申
込
書
は
、住
民
課
の
窓
口
で
お

受
け
取
り
い
た
だ
く
か
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
先

　
〒
２
９
９
‐
４
３
９
６

　
一
宮
町
一
宮
２
４
５
７
番
地

　
一
宮
町
役
場　
住
民
課　
保
険
年
金
係

　
☎
�
１
４
２
３

　
Ｅ
メ
ー
ル

　

hoken@
tow

n.ichinom
iya.chiba.jp

▲ 朝原　則夫
42-5815

17 区

　
17
区
を
担
当
す
る
委
員
が
欠
員
と
な
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
区
よ
り
新
た
に
ご
推

薦
を
い
た
だ
き
、
平
成
29
年
８
月
１
日
付

け
で
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
８

月
２
日
に
委
嘱
状
の
交
付
式
を
行
い
ま
し

た
。

　
任
期
は
、
平
成
31
年
11
月
30
日
ま
で
で

す
。 ■ 

問
合
せ　
福
祉
健
康
課　
☎
�
１
４
３
１

新
し
い
民
生
委
員
児
童
委
員

を
紹
介
し
ま
す
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【問合せ】　地域包括支援センター　☎（40）1055

今月は成年後見制度についてのお話です。
『成年後見制度』とは、認知症や知的障害、精神障害などで判断能力が不十分な人が不利益を受けな
いために、家庭裁判所に申請し、後見人がその人を保護または支援してくれる制度です。
１．【法定後見制度】 対象者は、現在すでに判断能力が不十分な人です。判断能力の程度によって「後見」

「保佐」「補助」の３つの類型に分かれ、できる支援の内容も異なります。
２．【任意後見制度】�現在は判断能力がある人が将来に備えて契約します。「誰に」「どのような支援を」

してもらうか、あらかじめ決めておくことができます。
　こんなときに『後見人』が支援してくれます！
　●預貯金や年金など、お金の管理ができなくなった！
　●契約内容がわからず、悪徳商法にだまされた！
　●医療や介護サービスを受ける手続きができなくなった！

　手続きの流れ
　本人・配偶者・四親等内の親族（兄弟、甥姪等）・市町村長が家庭裁判所に申請することができます。
１．申請（申立て）
　家庭裁判所（千葉家庭裁判所一宮支部）に申請します。
２．決定（審判）
　家庭裁判所で、調査などを経て後見人（支援してくれる人）を選んでもらいます。
３．開始
　�後見人による支援開始。後見人は家庭裁判所の監督を受けます。また、家庭裁判所に支援経過の報
告もします。

詳しいことは、地域包括支援センターにお問合せください。

すすまま いいるる介護コーナー介護コーナー 介護の情報を皆さんに発信していきます

◆
内　
容

　
食
生
活
改
善
推
進
員
を
養
成
す
る
講
座

で
、
管
理
栄
養
士
、
保
健
師
の
指
導
に
よ

り
、
食
生
活
や
運
動
な
ど
の
講
義
や
実
習

を
行
い
ま
す
。

食
生
活
改
善
推
進
員
と
は
？

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
料
理
教
室
や
男
性
の
料
理

教
室
な
ど
、
主
に
調
理
実
習
を
と
お
し
て

地
域
の
健
康
増
進
の
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
伝
達
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

一
宮
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
嘱
託
職

員
、
宮
本
ち
は
る
さ
ん
が
、
町
内
の
行
方

不
明
者
の
保
護
に
協
力
し
、
７
月
25
日
、

茂
原
警
察
署
に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ー
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
高
齢
者
支
援
に
携
わ
っ
て
い

る
宮
本
さ
ん
は
、
防
災
無
線
で
高
齢
者
が

行
方
不
明
に
な
っ
て
い
る
と
の
情
報
を
確

認
。
外
出
中
に
町
内
を
歩
い
て
い
る
高
齢

者
を
発
見
し
、
声
を
か
け
、
行
方
不
明
者

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
無
事
保
護
さ
れ

ま
し
た
。

　

ち
ば
南
東
部
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
事
務
局
と
し
、「
親
の
会
」

が
発
足
し
ま
し
た
。
親
同
士
が
悩
み
や
不

安
を
本
音
で
語
り
合
え
る
場
と
し
て
、
交

◆
期　
間　

�
10
月
８
日
～
平
成
30
年
２
月

３
日
（
通
信
教
育
・
講
義

76
・
5
時
間
、
演
習
45
・
5

時
間
）、
実
習
８
時
間

◆
と　
き

・
説
明
会
・
願
書
配
布

　
平
成
29
年
9
月
22
日（
金
）午
後
1
時
～
3
時

　
長
生
・
夷
隅
郡
市
の
福
祉
施
設
が
販
売

会
を
実
施
し
ま
す
。

◆
と　
き　
９
月
９
日（
土
）・10
日（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
８
時
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合
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申
込
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福
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問
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生　
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■ 

問
合
せ　
一
宮
ど
ろ
ん
こ
保
育
園　
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�
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■ 

問
合
せ　
社
会
福
祉
法
人
土
穂
会　
☎
０
４
７
０
（
８
７
）
９
６
３
１

「
栄
養
教
室
生
」
を
募
集
し
ま
す  

食
生
活
改
善
推
進
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

社
会
福
祉
協
議
会
の
嘱
託
職
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

み
ん
な
で
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

Ｊ
Ａ
介
護
員
初
任
者
研
修
会
（
旧
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
）

一
宮
ど
ろ
ん
こ
保
育
園（
幼
稚
園
部
分
）の
説
明
会
と
平
成
30
年
度
申
込
受
付
を
行
い
ま
す

第
８
回
秋
の
生
き
活
き
フ
ェ
ア

◆
応
募
資
格

・�

一
宮
町
に
住
所
を
有
す
る
方

・�

食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
希
望
し
、
左
記
の
日
程

で
受
講
で
き
る
方

◆
日　
程

・�

９
月
22
日
（
金
）・
10
月
３
日
（
火
）・

11
月
７
日
（
火
）・
12
月
１
日
（
金
）・

１
月
19
日
（
金
）
の
う
ち
４
日
間
受
講

　
但
し
、
９
月
22
日
は
必
須

◆
募
集
締
切　
９
月
15
日
（
金
）

流
会
や
相
談
会
、
セ
ミ
ナ
ー
開
催
な
ど
保

護
者
の
方
々
と
と
も
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
皆
さ

ん
、
み
ん
な
で
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
会　
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千
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会
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央
介

護
福
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門
学
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・
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内
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Ａ
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◆
受
講
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６
万
２
０
０
０
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・
申
込
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付
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面
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平
成
29
年
10
月
6
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金
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後
1
時
～
3
時

◆
と
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一
宮
ど
ろ
ん
こ
保
育
園
内

◆
と
こ
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茂
原
シ
ョ
ッ
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ン
グ
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ラ
ザ
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ス
モ

◆
販
売
内
容　

�

加
工
食
品
、
パ
ン
、
木
工
、

手
芸
品
、
花
苗
な
ど

◆
開
催
予
定

※
各
日
と
も
午
後
２
時
～
４
時

※
参
加
費
は
無
料

１
月
26
日
（
金
）

11
月
22
日
（
水
）

９
月
７
日
（
木
）

と
　
　
き
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茂
原
市
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所
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サ
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原
市
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労
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と
　
　
こ
　
　
ろ

■ 

問
合
せ　
産
業
観
光
課　
☎
�
１
４
２
７

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

　
９
月
16
日
（
土
）
に
九
十
九
里
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
す
。大
会
当
日
、

コ
ー
ス
周
辺
に
お
住
ま
い
の
皆
様
に
は
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
詳

細
に
つ
い
て
は
、
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
の
で
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

◆
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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弁護士による法律相談
そ う だ ん ご と
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人  権  行  政  相  談
◆と　き　９月７日（木）
　　　　　午後１時 30分

～午後４時
◆ところ　保健センター　３階
◆対　象　町内在住または在勤の方
※秘密は守られます。
※予約不要

【問合せ】
　総務課　☎（42）2112

◆と　き　９月 19日（火）
　　　　　午後１時 30分
　　　　　　～午後３時 30分
◆ところ　保健センター　３階
◆対　象　�町内在住または在勤

の方
※要予約　１人 20分

【問合せ】
　総務課　☎（42）2112

町  長  室  開  放  日
　町民の皆さんが日ごろ感じて
いる町政に対する提言・要望・意
見など「生の声」を直接、町長が
お聴きします。
◆と　き　９月 14日（木）
　　　　　午後１時30分～午後５時
※要予約　１人 30分

【問合せ】
　秘書広報課　☎（42）2175

松子のホタル  ～一宮ネイチャークラブ～

　一般に、ゲンジボタルの後にヘイケボタルと出現する時期が移りますが、洞庭湖先の松子地区では、
6月半ばをピークに例年ほぼ同時期となります。
　幼虫が小川に住むゲンジボタルが、明るく５秒ほど光っては消えるのに対して、田んぼなどに住むヘ
イケボタルは、弱い光で、短くせわしなく明滅します。でも、農薬を使わない田んぼでなくては、ヘイ
ケに出会えません。
　成虫たちは、１週間から 10 日ほどの命を、水辺のコケなどに産み付けた卵につなぎ、1 年後にまた
私たちの目の前に姿を現すのです。
　松子は、これからしばらくザリガニ、メダカな
どがにぎやかな季節を迎えます。

【問合せ】
　矢澤　☎（42）7388　　小池　☎（42）8142

Facebook「一宮ネイチャークラブ」で
検索してください。
会員募集中！

体育協会

ウミガメの季節がやってきた！！

　６月 10日、今年はじめて、ウミガメの上陸が確認されました。

例年上陸したウミガメの約半数は産卵しないで海へＵターンして

います。ですが、今年は８月１日現在、25 回の上陸、そのうち

18 か所で産卵を確認しました。ウミガメの上陸は 8 月中旬ぐらい

まで続きます。

【問合せ】一宮ウミガメを見守る会

　☎ 090（1807）7139

　kameakemi777@yahoo.co.jp
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映画会・誕生会に
　親子でいらっしゃいませんか？
映画会
◆と　き　９月 20日（水）
　　　　　午前 10時～
◆内　容
　『カワウソ親子の冒険』他
誕生会
◆と　き　９月 28日（木）
　　　　　午前 10時～
※要予約

庭を開放しています
　保育所の庭で遊びませんか？す
べり台・ぶらんこ・ボールや砂場
遊び玩具などがあります。
　お天気の良い日は体操（10 時
前後）もしています。一緒にいか
がですか？
◆と　き　午前 9 時～午後 3 時
　　　　　（土・日・祝日除く）
※予約不要

親子で遊びませんか♪
いちのみや保育所親子教室「ひよこ組」
　育児・栄養相談・看護師による
身体計測も行っています。ぜひお
気軽に遊びに来てください。
◆と　き
　午前10時～午前 11時
　9月 5日（火）15組
　　『ボールであそぼう』
　9月 19日（火）15組
　　『ちぎってあそぼう��お誕生会（9月生まれ）』
※要予約
※駐車場 10台可能
※�お申込みは前日までにお願いし

ます。保育所入所前のお子さん
でしたらどなたでもご参加いた
だけます。

子育て相談室「コアラ組」
◆と　き　９月８日（金）
　　　　　午前 10時～正午
※�要予約

絵本の貸出をしています
　保育所入所前の親子の皆さんを
対象に絵本の貸出をします。
　子どもたちは絵本が大好きです。
絵本は子どもの成長には欠かせな
いものです。小さい頃に見た絵本
は一生の宝物。

【９月のテーマ】
「やさしい気持ち」

　優しい気持ちになりたいときに
おすすめの絵本を集めました。
　すーっとした秋風が感じられる
この季節。心がほっこりあたたか
くなりますように・・・
　はらっぱ文庫でお待ちしていま
す。
◆と　き　午前９時～午後４時
　　　　　（土・日・祝日除く）
◆ところ　はらっぱ文庫
（いちのみや保育所玄関ホール）
※予約不要

　在宅の親子が安心して遊べる場所「おおぞら」は愛光保育園内にある子育て支援館です。お弁当も食べら
れますので、ぜひお子さんと一緒に遊びに来てください。
開館時間　月～金曜日　午前 9時～午後 3時　予約は要りませんが、登録をしていただきます。
　（ランチタイム正午～午後 1時　食事前に絵本の読み聞かせがあります。）
今月のイベント（要予約）※予約は１ヶ月前から受け付けます。
○　まねっこ保育園（保育園のお友達と遊びます。）（１歳児～）9月 8日（金）午前 10時 30分～
○　リトミック（１歳児～）9月 21日（木）午前 10時 30分～

【予約・問合せ】　子育て支援館「おおぞら」☎（42）7424

　東浪見こども園内にある子育て支援室「しおかぜ」では、在宅の親子向けに毎月イベントを開催しています。
絵本やおもちゃのご用意もありますので、お気軽にご来館ください。
利用時間　月～金曜日　午前９時～午後３時
今月のイベント
○　ベビマクラブ　9月 7日（木）午前 10時 30分～�参加費 300円（初回のみオイル代 500円）
　　ママの手と赤ちゃんの素肌を通してもっともっと愛情をはぐくんでみませんか？
○　たまひよ部（毎月１回開催）9月 28日（木）午前 10時 30分～�参加費 300円（お茶お菓子付き）
　　みんなでワイワイ楽しくおしゃべりしましょう♪

【イベントに関する問合せ】　マミーウェイたまひよ部　☎ 050（3577）1335　tamahiyo@mommyway.net
【支援室に関する問合せ】　東浪見こども園　☎（36）7726

お 知 ら せ
公立いちのみや保育所からのお知らせ

子育て支援館「おおぞら」

子育て支援室「しおかぜ」

楽しく安全な遊びをしながら、お子さんの成長のお手伝いをします。
入所前の親子の皆さん、お気軽にいちのみや保育所にお申込みください。

【予約・問合せ】
　いちのみや保育所（旧原保育所）
　　☎（42）2514

一宮町
ボランティアセンター
キャラクター

『一宮ボッくん』

登録団体の活動については、すでに発行されているボランティア活動ガイドブックに
掲載をしているところですが、毎月このページで団体関連の情報を紹介していきます。
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❷ ともに支え合い、学び合う ―「社会性・連帯性」
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ボランティアセンターとは？
一宮町ボランティアセンターは、平成24年4月1日に設置され、町民の皆さんのボランティアに対する理解と関心
を深め、ボランティアの育成、援助を行うと共にボランティア活動をしたい方とボランティア活動に来てほしい
方をつなげたり、ボランティア活動に関する情報提供や活動に関する相談などさまざまな取組みを行っています。
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傾聴ボランティア講座
一宮町ボランティアセンターでは、高齢化が進み、高齢者の社会的孤立が見込まれている中で、傾聴活動

の需要も増え必要とされる活動の一つと考え、今回は、NPO 法人スピリッツから講師の先生をお呼びして
傾聴ボランティア講座（基礎編）、（応用編）を開催しました。

傾聴ボランティアの経験のある方もない方も多くの方に参加をいただき、活気のある研修会となりました
ので、今回は、その様子をお知らせいたします。

○傾聴について
　聞く・訊く・聴く　どれも同じ「きく」ですが、それぞれの意味合いの違
いを学びました。
　聞く：うわさ話を聞く　漠然と入ってくる音や声を聞いている
　訊く：訊ねる・問いただす
　聴く：�身を入れて話を聴く　相手の言葉の裏側にある非言語の部分も読み

取る

○傾聴の５つの基本姿勢
　①話す人の気持ちを受け止める
　②話す人を尊重する
　③話す人に嘘をつかない
　④話す人を批判、否定しない
　⑤話す人の話しをありのまま受け止める　

○受容と共感について
　受容とは　聴いているということを、態度で示す。
　　　　　　うなずきや「はい」「そうですね」など
　共感とは　気持ちの部分を感じとる
　同感と同情との違い　�同感は感情移入、聴き手の経験などを単に言うこ

と。同情は、聴き手の気持ちの押しつけ　上から目
線で言うことになる

その他にも、傾聴の文字について、傾聴とカウンセリング、他者と関わる前に学んでおきたいこと、コミュ
ニケーションについて、聴き手の態度などについてを学びました。

二人 1 組を作り、「聴く・聴かない」につ
いて学びました。
普段どおりに話をし、相手が
①頷いたり、相槌をうってくれない場合
②頷いたり、相槌をうってくれた場合
を体験し、その時の話した人の気持ちの違
いを考えました。

○参加者の声
・�すでに傾聴ボランティアとして活動していますが、講習を受けたことによ

り、傾聴の文字は十四の心に耳を傾ける。話し手のたくさんの心を聴く、
話し手のたくさんの気持ちを聴く、聴き手も、たくさんの心をこめて話を
聴くの言葉に初心を思い出しました。この研修をこの先の活動に活かして
いきたいです。

・�傾聴ボランティアの講座で、「聴く・聴かない」について学び日ごろ、何
気なく会話の中でおこなっている頷きや相槌が、話をする人に与える影響
や大切さをあらためて実感した気がしました。

奥：　北田知子先生
手前：石丸貴子先生

傾聴のロールプレイを体験
その活動を振り返りました。

参加者が輪になり簡単な自己紹介
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２週間以上続く不眠は、うつ病のサインかもしれません
　不眠の症状とうつ病には、深い関係があるといわれています。うつ病にかかっている人で「眠っ
ても疲れがとれない」と回答する人は、約７割にものぼります。ちなみに、一宮町の平成 26 年
度の特定健診受診者に聞いた「睡眠で疲れがとれていない」人の割合は、全受診者の２割でした。
疲れがとれないだけでなく、寝つきが悪い、睡眠中に何度も目が覚める、早朝に目が覚める、寝
すぎてしまうなどの睡眠トラブルが出る場合もあります。

うつ病とは・・・
　ストレス・過労などにより、脳のエネルギーが低下し、「気分が落ち込む」「やる気が出ない」
などのうつ状態が続いて日常生活に支障をきたす病気です。一生のうち、15 人に１人の割合で
誰でもかかりうるといわれていますが、発症しても、４分の３の人は気づかない、または、受診
しづらいなどの理由から、受診していないとも言われています。
うつ病のセルフチェック…①、②を含む３個以上があてはまり、２週間以上続いていたら、要注
意です。
①ほとんど１日中、ずっと憂鬱であったり、沈んだ気持ちだ
②�ほとんどのことに興味が持てない、または、いつもなら楽しめていたことが楽しめない
③�睡眠に問題がある（寝つきが悪い、睡眠中に何度も目が覚める、早朝に
目が覚める、寝すぎてしまうなど）

④自分に価値がないと感じたり、罪の意識を感じたりする
⑤集中したり、決断したりすることが難しいと感じる

早期の対応が肝心です
　うつ病は、早期に心療内科などの医療機関を受診し、治療をすることが早期回復につながりま
す。放置したまま無理を重ねると、回復に時間がかかり悪化します。医師と相談しながら、スト
レスとなっている生活の負担を一定期間軽減し、適切な治療を行います。再発すると慢性化しや
すいため、あせらずに治療を行いましょう。

  最近、眠れていますか？  
保 健 セ ン タ ー だ よ り

冷やしてさっぱりと！
夏の辛い大根でも、甘酢で和えることによって辛さがやわらぎます。ワカメやカニかまぼこ等、
アレンジ自在です。

〈作り方〉
①　大根はすりおろし、ザルに取り、自然に水気を切る。
②　�きゅうりは薄切りにして塩もみし、しんなりしたら、さっ

と水洗いして絞る。
③　�ロースハムは１センチ角に切る。パプリカも 1 センチ角に

切り、さっと茹でて湯を切る。
④　酢、砂糖、塩を合わせておく。
⑤　�大根は軽く押さえるように水気

をしぼり、ボールに入れる。きゅ
うり、ロースハム、パプリカを
加え、④の合わせ酢で和える

一宮町食生活改善会

〈材料〉　　　〈４人分〉
大根　　　　　　300g
　きゅうり　　　２本
　塩　　　　　　小さじ 1/2
ロースハム　　　４枚
赤パプリカ　　　1/4 個
　酢　　　　　　90cc
　砂糖　　　　　大さじ１・1/2
　塩　　　　　　小さじ 1/4

８ 月 の レ シ ピ
ハムときゅうりのおろし和え
1 人分  76 キロカロリー

保健センター ※対象者に通知している行事については、掲載していないものもあります。
　詳しくは保健センターにお問い合わせください。

【問合せ】  福祉健康課（保健センター）  ☎（4 0 ） 1 0 5 5の行事９月
名　　　称 日　程 時　　　間 内 容・対 象 場　所

食 生 活 改 善 会
地区伝達料理講習会 1 日（金）

受付 9：20 ～ 9 ：30 町内在住の希望者　※お問合せください

保

健

セ

ン

タ

ー

マタニティ教室（第１回目） 受付 13：15 ～ 13：30 妊婦及びその家族

育 児 相 談（ 予 約 制 ） 7 日 （木） 9 ：00 ～ 11：00 子育てに関する様々な相談

マタニティ教室（第２回目） 8 日（金） 受付 9：45 ～ 10：00 妊婦及びその家族

親 子 ふ れ あ い 教 室 14日 （木）
9 ：30 ～ 10：30 あそびの教室

1歳児（きょうだいの参加も可）と保護者

10：45 ～ 11：45 あそびの教室
0歳児（きょうだいの参加も可）と保護者

２ 歳 児 歯 科 健 診
15日 （金）

受付 13：00 ～ 13：15 平成 27年 6月生まれ

３ 歳 児 健 診 受付 13：15 ～ 14：00 平成 26年 4月～ 6月生まれ

マタニティ教室（第３回目） 20日 （水） 受付 13：15 ～ 13：30 妊婦及びその家族

乳 児 相 談 21日 （木） 受付 13：15 ～ 14：00
4ヶ月児・7ヶ月児・12ヶ月児
※ 7ヶ月児と保護者の方には、あわせて
　『ブックスタート』があります。

あ そ び の 広 場

4 日 （月） ・ 5 日 （火） ・ 6 日 （水）
8 日 （金） ・ 11日 （月） ・ 12日 （火）
13日 （水） ・ 19日 （火） ・ 20日 （水）
22日 （金） ・ 25日 （月） ・ 26日 （火）
27日 （水） ・ 28日 （木） ・ 29日 （金）

9 ：30 ～12：00
13：00 ～16：00
乳幼児と保護者

※絵本の読み聞かせ
12日（火）10：30～ 11：30　ボランティア「ゆりかご」
20日（水）11：00～ 11：30　ボランティア「赤とんぼ」

け ん こ う 運 動 教 室

4 日 （月）

受付 13：15 ～ 13：30

65歳以上の希望者（リズム体操）

保健センター14日 （木） 〃 （ワハハ！時間）

25日 （月） 〃 （作品づくり）

東浪見けんこう運動教室
12日 （火）

受付 9：45 ～ 10：00
65歳以上の希望者（元気アップ体操）東 浪 見

コミュニティ
セ ン タ ー27日 （水） 〃 （筋力アップ体操）

【今月の検診】

肺 が ん（ 喀 痰 ） 検 診 5 日 （火）
6 日 （水） 受付 8：45 ～ 10：00

検診の通知は 40歳以上の方で
①�今年度胸部レントゲン検診質問項目
で喫煙指数（１日喫煙本数×年数）
が 600 以上の方

②昨年の喀痰検診を受診した方
に送付いたします。詳細は、保健セン
ターまでお問合せください。



●ゴミ収集コース
１コース（１区〜 10区）　２コース（11区〜 17区・船頭給・新地・宮原・海岸）　３コース（綱田〜新熊・新浜）
休： 休日当番医（9：00 〜 17：00）※変更する場合もあります。中央消防署指揮情報係☎（24）0119 にお問い合わせ

するか、茂原医師会のホームページ（www.mcishikai.com）をご確認ください。
（休日当番医は、緊急の患者さんが対象です。緊急でないときは、翌日かかりつけのお医者さんに受診してください。）
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今月の納期
期日までに納めましょう。 プッシュ回線の固定電話からは局番なしの⇒♯8000

直接おかけの場合は⇒☎043（242）9939
相談日時は、毎日夜間　19：00 〜翌朝 6：00
なお、緊急・重症の場合は迷わず「１１９」へ

☎（24）1010 （茂原消防署のうら）
・診療科目 内科・小児科・診療時間 20：00 〜 23：00
※ 20：00 前の急病などは、消防本部☎（24）0119 へ

夜間急病診療テレフォン案内  ☎（24）1011 （19：00 〜翌朝６：00）

こども急病電話相談

夜間急病診療所

国民健康保険税（第 ３ 期）
介 護 保 険 料（第 ３ 期）
後期高齢者医療保険料（第 ３ 期）

10月2日（月）

いちのみや
広報カレンダー 2017

いちのみや 99
※カレンダーは 9 月の予定です。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 燃 え る

ゴ 　 ミ

小中学校始業式
一宮海岸清掃

3 4 5 6 7 8 9 燃 え る
ゴ 　 ミ

休�長生診療所
☎（32）3303

親子教室「ひよこ組」 人権行政相談
子育て相談室「コアラ組」

上総国一宮まつり

10 11 12 13 14 15 16 燃 え る
ゴ 　 ミ

休�長生八積医院
☎（32）3282

上総十二社祭り 町長室開放日
定例議会

九十九里トライアスロン

17 18 19 20 21 22 23 燃 え る
ゴ 　 ミ

休�津谷クリニック
☎（32）5645

休�よねもと整形外科
☎（40）1065

法律相談
親子教室「ひよこ組」

休�長島医院
☎（42）8800

24 25 26 27 28 29 30

休�秋場医院
☎（42）3323

心配ごと相談 一宮川河口清掃
文化財講座

３コース
燃えないゴミ

１コース
粗大ゴミ

２コース
粗大ゴミ

１コース
燃えないゴミ

２コース
燃えないゴミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

３コース
粗大ゴミ

１コース
資源ゴミ

２コース
資源ゴミ

３コース
資源ゴミ

町の図書室休

町の図書室休

町の図書室休町の図書室休

オリンピックフラッグ展示


